
我
が
国
の
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
始
め
に
か
け
て

の
露
日
間
の
貿
易
・
経
済
関
係
を
扱
っ
た
専
門
的
研
究
は
実
質
上
な
い
。
こ
の
問
題

は

(

上
記
時
期
の
日
本
の
経
済
状
態
の
問
題
と
同
様
に)

、
露
日
戦
争
に
関
す
る
研

究
の
中
で
さ
え
ほ
と
ん
ど
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
戦
争
前
夜
の
両
大
国
間
の
関

係
生
成
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
最
初
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
、
ロ
シ
ア

国
立
文
書
館
所
蔵
の
史
料
は
こ
の
テ
ー
マ
の
研
究
に
と
っ
て
特
別
な
価
値
を
有
す
る
。

ロ
シ
ア
国
立
文
書
館
所
蔵
の
、
日
本
の
経
済
お
よ
び
露
日
関
係
に
関
す
る
文
書
史
料

の
量
と
質
は
き
わ
め
て
イ
ン
パ
ク
ト
に
富
み
、
数
冊
の
著
書
の
基
に
な
り
う
る
ほ
ど

で
あ
る
。

多
種
多
様
な
膨
大
な
量
の
史
料
の
中
か
ら
特
に
重
要
な
も
の
を
抜
き
出
す
と
す
れ

ば
、
駐
日
ロ
シ
ア
代
表
者
の
報
告
、
大
蔵
省
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
日
本

の
財
政
状
態
お
よ
び
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
関
係
に
関
す
る
情
報
史
料
、
お
よ
び
様
々
な

定
期
刊
行
物
の
中
の
論
文
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
文
書
の
大
部
分
は
、
一
八
八
〇

一

八
九
〇
年
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
戦
争
期
を
除
い
た
一
九
〇
〇
年
代
の
も
の
も
相
当

数
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
ロ
シ
ア
の
貿
易
代
表
駐
在
官
の

報
告
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
、
ロ
シ
ア
の
貿
易
代
表
が
日
本
で
活
動
を
始
め
た
歴

史
を
ひ
も
と
く
こ
と
は
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。

一
八
九
三
年
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
建
設
の
活
発
化
に
伴
い
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、
東
洋

市
場
、
何
よ
り
も
ま
ず
中
国
と
日
本
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
を
不
可
欠
と
み
な
し

た
。
一
八
九
二
年
に
大
蔵
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
Ｓ
・
��
・
ウ
イ
ッ
テ
は
中
国
と
日
本

の
経
済
状
況
、
お
よ
び
ロ
シ
ア
と
そ
れ
ら
の
国
々
と
の
貿
易
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細

な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
一
八
九
〇
年
代
の
半

ば
に
、
い
わ
ゆ
る
貿
易
代
表
、
お
よ
び
そ
の
他
の
様
々
な
人
物
、
特
に
日
本
お
よ
び

中
国
在
住
の
ロ
シ
ア
人
商
人
と
そ
の
配
下
の
人
間
を
活
用
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た

(

�)

。

大
蔵
省
代
表
が
実
際
に
日
本
に
勤
務
し
始
め
た
の
は
九
〇
年
代
末
に
な
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
報
告
は
、
ロ
シ
ア
国
立
文
書
館
所
蔵
の
日
本
経
済
に
関
す
る

全
史
料
の
大
き
な
か
つ
情
報
量
豊
か
な
部
分
を
構
成
す
る
。
中
で
も
詳
細
で
興
味
深

い
の
は
、
四
等
官
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
報
告
で
あ
り
、
彼
に
つ
い
て
は
詳
し
く
見
る
必

要
が
あ
る
。
キ
ル
・
ア
レ
ク
セ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
、
一
八
九
七

一
八

九
八
年
に
朝
鮮
国
王
付
の
ロ
シ
ア
人
財
務
顧
問
を
務
め
た
後
、
大
蔵
省
の
日
本
代
表

と
な
っ
た

(

一
九
〇
四
年
ま
で)

。
こ
の
人
物
が
本
省
に
送
っ
た
情
報
は
そ
の
正
確

さ
に
お
い
て
驚
嘆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ア
レ
ク
セ
エ
フ
に
よ
り
ロ
シ
ア
が
得
た
情

報
に
は
、
一
八
六
八
年
か
ら
一
八
九
八
年
に
か
け
て
の
日
本
の
経
済
お
よ
び
財
政
に

関
す
る
詳
細
を
き
わ
め
た
報
告
、
日
本
の
予
算
案
お
よ
び
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇

五
年
ま
で
の
年
次
予
算
、
日
本
の
貿
易
に
関
し
相
手
国
す
べ
て
を
網
羅
し
た
デ
ー
タ
、

日
本
の
す
べ
て
の
港
に
お
け
る
貿
易
高
、
日
本
の
税
制
お
よ
び
一
八
九
四

一
九
〇

四
年
の
改
正
な
ど
が
あ
る
。
報
告
は
よ
く
体
系
化
さ
れ
、
デ
ー
タ
は
し
ば
し
ば
表
の

形
で
引
い
て
あ
り
、
す
べ
て
の
数
字
が
一
円
ま
で
正
確
に
記
し
て
あ
る

(

�)

。

ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
直
属
の
部
下
で
あ
る
、
五
等
官
Ｎ
・
ロ
ス
ポ
ポ
フ
の
報
告
も
ま

た
、
き
わ
め
て
重
要
な
文
書
で
あ
る
。
ア
レ
ク
セ
エ
フ
が
専
ら
経
済
面
を
担
当
し
て

い
た
の
に
対
し
て
、
ロ
ス
ポ
ポ
フ
の
報
告
に
は
、
そ
れ
以
外
に
、
日
本
の
政
治
情
勢
、

中
国
お
よ
び
朝
鮮
に
お
け
る
露
日
戦
争
前
夜
の
日
本
の
活
動
に
関
す
る
多
く
の
情
報
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が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
報
告
は
一
九
〇
〇
年
代
初
め
の
国
際
関
係
の
研
究
に
と
っ

て
格
好
の
史
料
と
な
ろ
う

(

�)

。

上
記
の
文
書
の
他
に
ロ
シ
ア
国
立
文
書
館
に
は
、
一
八
九
七
年
の
新
聞
の
切
り
抜

き
を
集
め
た
興
味
深
い
史
料
が
あ
り

(

�)

、
こ
れ
に
よ
り
、
九
〇
年
年
代
末
の
日
本
の
経

済
状
況
お
よ
び
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
国
民
が
互
い
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
に
つ

い
て
の
全
体
的
な
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
情
報
が
ロ
シ
ア
の
定
期
刊

行
物

(

特
に
雑
誌
、
例
え
ば

｢
財
政
・
産
業
・
貿
易
通
報｣)

、
並
び
に
日
本
の
新
聞

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
記
事
の
翻
訳
も
ロ
シ
ア
国
立
文
書
館
の

ジ
ェ
ー
ロ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る

(
�)

。

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
十
八
世
紀
の
前
半
に
ロ
シ
ア
は
日

本
と
の
通
商
関
係
の
樹
立
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
と
日
本
が
、

今
日
で
お
い
て
さ
え
解
決
で
き
な
い
で
い
る
、
彼
の
ク
リ
ー
ル
諸
島
の
問
題
が
生
じ

た
の
は
、
そ
の
後
の
十
八
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
の
始
め
に
か
け
て
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
と
通
商
関
係
を
樹
立
す
る
考
え
は
、
源
を
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
に
発
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
計
画
を
実
際
に
移
す
試
み
が
な
さ
れ
た
の
は
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二

世
の
治
世
時
で
あ
る
。
一
七
九
二
年
に
陸
軍
中
尉
ラ
ク
ス
マ
ン
が
日
本
と
の
政
治
的

お
よ
び
通
商
的
接
触
を
持
つ
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
遠
征
は
何
ら
の
結
果
も

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
政
府
の
そ
の
後
の
試
み
も
同
様
に
不
首
尾
に
終
わ
っ

た
。
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
と
い
わ
ゆ
る
不
平
等
条
約
の
締
結
を
余
儀
な
く
さ
せ

ら
れ
た
一
八
五
〇
年
代
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
、
ロ
シ
ア
も
そ
の
可
能
性
を
逃
す
こ

と
な
く
、
一
八
五
五
年
に
日
本
と
下
田
条
約
を
調
印
し
、
そ
の
結
果
箱
館
と
長
崎
の

二
港
が
ロ
シ
ア
の
船
に
開
か
れ
た
。
そ
の
後
一
八
五
八
年
の
条
約
、
一
八
六
七
年
の

通
商
協
定
と
続
き
、
ロ
シ
ア
は
新
し
い
特
典
を
得
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
と
の
貿

易
関
係
は
き
わ
め
て
僅
か
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
人
口
希
少
と
経
済
的
後
進
性
、
ロ
シ
ア
と
日
本
間
の

航
路
の
未
整
備
、
お
よ
び
特
に
、
一
連
の
歴
史
的
理
由
に
よ
り
、
す
で
に
以
前
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
支
配
的
で
あ
っ
た
日
本
市
場
の
特
殊
性
で
あ
る
。

日
本
と
の
貿
易
を
拡
大
す
る
好
適
な
状
況
が
生
ま
れ
た
の
は
一
八
七
五
年
、
す
な

わ
ち
新
し
い
露
日
条
約
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
締
結
さ
れ
た
際
で
、
こ
れ

に
よ
り
両
国
家
間
の
結
び
つ
き
が
促
進
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
に
よ
り
ク
リ
ー
ル
諸
島

の
問
題
も
当
面
の
解
決
が
な
さ
れ
、
ロ
シ
ア
は
ク
リ
ー
ル
諸
島
を
日
本
に
譲
渡
し
、

日
本
は
サ
ハ
リ
ン
南
部
へ
の
権
利
主
張
を
放
棄
し
た
。

対
日
貿
易
拡
大
に
興
味
を
示
し
た
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
極
東
地
方
へ
の
食

糧
供
給
問
題
に
長
年
直
面
し
て
い
た
帝
政
ロ
シ
ア
政
府
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初

の
う
ち
は
ロ
シ
ア
の
貿
易
・
産
業
界
も
東
方
の
隣
国
に
注
目
し
た
が
、
そ
れ
は
長
続

き
し
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
商
品
は
、
日
本
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
同
種
の
商
品
に
太
刀
打
ち
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
同
時
に
、

ロ
シ
ア
の
企
業
家
は
国
内
市
場
向
け
を
優
先
し
て
い
た
。
露
日
貿
易
の
性
格
に
影
響

を
与
え
た
の
は
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
に
お
け
る
工
業
お
よ
び
農
業
の
発
達
程
度
が
低

か
っ
た
こ
と
で
、
輸
出
対
象
と
な
り
う
る
よ
う
な
工
業
製
品
は
生
産
さ
れ
ず
、
食
糧

も
常
に
購
入
を
必
要
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
初
め

に
か
け
て
の
両
国
間
の
商
品
流
通
は
当
初
か
ら
日
本
側
の
輸
出
超
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
一
八
七
八
年
か
ら
一
八
八
二
年
ま
で
の
間
に
日
本
の
対
露
輸
出
は
六
万
五
千
円

か
ら
十
万
円
に
増
加
し
た
が
、
同
期
間
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
は
八
千
円
増
加
し
た

の
み
で
あ
っ
た

(

一
万
円
か
ら
一
万
八
千
円

(

�))

。
こ
の
時
期
日
本
政
府
は
、
日
本
の

鉱
工
業
会
社
と
貿
易
会
社
の
地
位
強
化
を
促
進
す
る
経
済
政
策
を
進
め
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
同
国
は
貿
易
分
野
に
お
い
て
活
発
に
進
展
し
、
一
八
六
八
年
の
日
本
の
貿

易
収
支
は
赤
字
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
八
二
年
以
降
は
黒
字
に
転
じ
た
。

十
九
世
紀
の
七
〇
年
代
、
ロ
シ
ア
極
東
に
お
い
て
、
日
本
人
漁
業
者
の
活
動
が
相

当
な
勢
い
で
展
開
さ
れ
た
。
一
八
七
五
年
の
条
約
に
よ
り
、
同
地
域
へ
の
日
本
人
漁

業
者
進
出
の
最
適
な
土
壌
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
同
条
約
は
、
オ
ホ
ー

( ) 一九世紀後半から二〇世紀初頭の露日貿易と経済関係 (ソコロフ)185

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



ツ
ク
海
お
よ
び
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
沿
岸
両
水
域
に
お
け
る
操
業
に
対
し
、
す
べ
て
の
権

利
と
特
権
を
日
本
人
に
供
与
し
た
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
時
期
の
ロ
シ
ア
極
東
に
お
け

る
漁
業
は
未
発
達
で
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
水
域
で
の
日
本
人
漁
業
者
の
行
動
に
対
す
る

ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
監
視
体
制
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
日
本
人
等
は
サ
ハ
リ
ン
で
し

ば
し
ば
自
分
た
ち
の
固
有
の
島
で
あ
る
か
の
ご
と
く
振
る
舞
い
、
現
地
当
局
の
許
可

な
し
に
行
動
し
、
ロ
シ
ア
人
漁
業
者
を
島
か
ら
締
め
出
し
さ
え
し
た

(

こ
れ
に
関
し

て
は
現
地
官
憲
に
よ
る
黙
過
も
一
因
と
な
っ
て
い
る)

。
ロ
シ
ア
政
府
は
実
質
的
に

何
ら
の
対
策
も
取
ら
ず
、
一
八
八
五
年
に
は
、
一
プ
ー
ド
【
＝
一
六
・
三
八
㎏
】
当

た
り
金
レ
ー
ト
で
五
コ
ペ
イ
カ
と
い
う
、
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
関
税
を
条
件
に
、

サ
ハ
リ
ン
島
で
の
操
業
を
日
本
人
に
対
し
て
完
全
に
公
式
許
可
し
た

(

�)

。
十
九
世
紀
九

〇
年
代
に
お
い
て
も
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
日
本
人
漁
業
者
の
専
横
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
九
四
年
の
時
点
で
の
ロ
シ
ア
人
に
よ
る

漁
獲
高
は
日
本
人
の
そ
れ
の
十
二
分
の
一
で
あ
っ
た

(

�)
。

ロ
シ
ア
の
産
業
界
の
関
係
者
は
自
国
商
品
の
日
本
へ
の
輸
出
拡
大
を
試
み
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
日
本
へ
の
輸
出
品
で
唯
一
比
較
的
大
規
模
で
あ
っ
た
の
は
灯
油
の
み

で
、
日
本
へ
の
供
給
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
八
八
〇
年
代
で
あ
っ
た
。
日
本
で
の
灯

油
の
需
要
は
高
く
、
年
々
、
拡
大
を
続
け
る
一
方
だ
っ
た

(

�)

。
だ
が
、
こ
こ
で
の
ロ
シ

ア
の
強
力
な
競
争
相
手
は
米
国
で
、
そ
こ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
灯
油
の
量
は
ロ
シ
ア

の
三
、
四
倍
で
あ
っ
た

(

�)

。
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
人
は
、
全
力
で
ロ
シ
ア
人
を
当
該
市

場
か
ら
締
め
出
す
こ
と
を
試
み
、
ロ
シ
ア
灯
油
は
質
が
悪
い
と
い
う
噂
を
日
本
の
新

聞
等
に
ふ
り
ま
い
た
。
実
際
に
は
全
く
逆
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る

(

ロ

シ
ア
の
灯
油
は
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
比
し
て
、
燃
焼
が
ゆ
る
や
か
で
、
よ
り
強
い

光
を
発
し
た

(

�))

。

ロ
シ
ア
は
日
本
へ
の
砂
糖
の
輸
出
を
試
み
た
が
、
輸
送
費
の
負
担
が
ロ
シ
ア
よ
り

も
少
な
い
中
国
、
マ
ニ
ラ
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
の
強
力
な
競
合
に
直
面
し
た

(

�)

。

沿
海
州
地
方
の
軽
・
重
工
業
製
品
と
な
る
と
、
十
九
世
紀
末
の
こ
の
時
期
は
、
外
国

へ
の
販
路
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域

の
ロ
シ
ア
人
労
働
者
の
賃
金
は
極
め
て
高
く
、
ロ
シ
ア
人
労
働
者
を
抱
え
た
こ
の
地

域
の
工
場
は
赤
字
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
当
館
所
蔵
の
文
書
の
中
に

そ
れ
と
な
く
記
し
て
あ
る
が
、
中
国
人
お
よ
び
朝
鮮
人
の
安
い
労
働
力
を
用
い
る
こ

と
は
、
国
益
に
抵
触
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
ロ
シ
ア
企
業
家
が
そ
れ
ら
の

国
か
ら
労
働
者
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
は
何
ら
か
の
法
的
制
限
が
あ
っ
て
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う

(

	)

。

十
九
世
紀
末
、
日
本
に
ロ
シ
ア
人
商
人
は
実
質
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
一
八
九

〇
年
に
ロ
シ
ア
公
使
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。｢

横
浜
の
副
領
事
の
証
言
に
依

れ
ば
、
日
本
全
国
で
唯
一
ロ
シ
ア
商
人
階
級
出
の
人
間
は
、
二
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
つ

ま
り
ギ
ン
ス
ブ
ル
グ
兄
弟
の
み
で
あ
る｣

。
兄
弟
の
う
ち
の
一
人
は
美
術
品
の
売
買

に
従
事
し
、
も
う
一
人
は
船
に
物
資
を
供
給
し
て
い
た
。
日
本
へ
の
ロ
シ
ア
船
の
来

航
も
極
め
て
わ
ず
か
な
も
の
で
、
一
八
九
一
年
に
来
航
し
た
の
は
、
排
水
量
が
い
ず

れ
も
百
八
十
ト
ン
以
下
の
蒸
気
船
三
十
六
隻
、
お
よ
び
排
水
量
百
四
十
ト
ン
の
帆
船

二
隻
に
す
ぎ
な
か
っ
た

(


)

。
状
況
が
よ
う
や
く
好
転
し
た
の
は
二
十
世
紀
の
初
め
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
上
記
か
ら
十
年
後
の
一
九
〇
一
年
に
は
、
ロ
シ
ア
商
務
省

駐
在
官
Ｎ
・
ラ
ス
ポ
ポ
フ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
内
に
ロ
シ
ア
人
実
業
家
や
企

業
家
は
相
当
数
お
り
、
主
に
長
崎
に
い
た
。
こ
の
状
況
は
次
の
よ
う
な
企
業
の
発
展

と
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
露
中
銀
行
、
義
勇
艦
隊
、
東
ア
ジ
ア
汽
船
、
ケ
イ

ゼ
ル
リ
ン
グ
伯
爵
の
捕
鯨
業
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
漁
業
、
デ
ン
ビ
イ
商
会
、
ギ
ン
ズ
ブ

ル
グ
商
館

(

同
商
館
は
ロ
シ
ア
艦
隊
へ
の
物
資
供
給
を
担
当
し
て
い
た)

、
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
企
業
家
が
従
事
し
て
い
た
の
は
、
対
日
貿
易
で
は
な
く
、

基
本
的
に
金
融
、
運
輸
お
よ
び
漁
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
に
難
く
な
く
、
貿
易
自

体
は
依
然
と
し
て
進
展
を
み
せ
な
か
っ
た

(

�)

。

ロ
シ
ア
に
と
り
、
極
東
へ
の
食
糧
供
給
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
日
本
人
か
ら
購
入

す
る
の
が
得
策
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
食
糧
は
黒
海
の
港
、
主
に
オ
デ
ッ
サ
か

東京大学史料編纂所研究紀要 第20号 2010年３月 ( )186

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



ら
運
ば
れ
て
き
て
い
た
。
大
蔵
大
臣
か
ら
陸
軍
大
臣
に
宛
て
た
一
八
八
六
年
付
の
書

簡
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
大
蔵
大
臣
は
、
穀
粉
そ
の
他
の
食
糧
品
お
よ

び
石
炭
は
日
本
の
エ
ゾ
島
か
ら
の
供
給
が
得
策
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
彼
は
、
沿

海
州
に
い
る
ロ
シ
ア
の
陸
軍
と
海
軍
に
必
要
な
物
す
べ
て
を
供
給
す
る
た
め
に
、
日

本
人
と
恒
常
的
な
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
陸
軍
大
臣

は
、
オ
デ
ッ
サ
か
ら
の
食
糧
搬
送
が
無
条
件
に
高
く
つ
く
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、

否
定
的
な
回
答
を
し
、｢

穀
粉
を
日
本
で
購
入
す
る
よ
り
は
、
自
国
内
で
高
め
に
支

払
う
方
が
よ
い｣

と
の
考
え
を
述
べ
て
い
る

(

�)

。

ロ
シ
ア
の
権
力
側
が
極
東
地
域
を
日
本
に
依
存
さ
せ
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
こ

と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。
事
実
、
日
本
人
が
そ
の
気
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
極
東
へ

の
供
給
を
止
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
確
に
窺
え
る
文
書
が
残

さ
れ
て
い
る

(

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
八
九
四
年
ま
で
に
は
そ
の
可
能
性
が
生
じ
て
い

た

(

))

。
問
題
は
、
オ
デ
ッ
サ
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
至
る
行
程
で
、
ロ
シ
ア
艦
船

が
日
本
と
朝
鮮
の
間
の
狭
い
場
所
に
位
置
す
る
対
馬
島
を
通
過
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
島
は
近
づ
き
難
い
要
塞
で
、
そ
の
周
囲
に
は
四
十
隻
の
軍
艦
か
ら
成
る
艦
隊
が

停
泊
し
て
お
り
、
日
本
は
こ
の
地
域
の
制
海
権
を
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
、
そ
れ
を
ロ
シ
ア
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
は
日
本

に
と
っ
て
政
治
的
に
お
よ
そ
得
策
で
は
な
か
っ
た
。

あ
る
時
期
ま
で
は
、
人
口
の
少
な
い
ロ
シ
ア
極
東
は
、
日
本
の
企
業
家
に
と
っ
て

将
来
的
に
も
特
に
有
益
な
市
場
と
は
見
な
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
日
本
が
輸
出
に

お
い
て
大
き
な
成
果
に
到
達
し
、
活
発
な
発
展
を
続
け
て
い
た
一
八
九
〇
年
代
に
お

い
て
、
輸
出
先
に
占
め
る
ロ
シ
ア
の
割
合
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に

増
加
し
て
い
っ
た(

例
え
ば
、
一
八
九
〇
年
に
は
わ
ず
か
〇
・
〇
四
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
が
、
一
八
九
四
年
に
は
〇
・
九
％
に
ま
で
増
加
し
た

(

�))

。
そ
の
背
景
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
極
東
に
至
る
行
程
を
十
日
か
ら
十
二
日
縮
め
る
で
あ
ろ
う
は
ず
の
シ
ベ

リ
ア
鉄
道
の
建
設
が
一
八
九
一
年
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
は
、
こ
の
事
業

か
ら
自
国
が
得
ら
れ
る
利
益
す
べ
て
に
関
し
、
き
わ
め
て
良
く
理
解
し
て
い
た
。
ロ

シ
ア
が
、
自
国
領
土
間
を
横
断
す
る
最
も
都
合
の
良
い
交
通
路
の
建
設
を
行
っ
た
の

は
、
自
国
内
全
体
の
流
通
経
済
の
中
で
同
鉄
道
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、

一
方
、
ロ
シ
ア
の
東
方
の
隣
国
は
、
ロ
シ
ア
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
分
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
そ
の
も
の
と
の
、
よ
り
有
益
な
貿
易
手
段
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

当
館
所
蔵
の
文
書
か
ら
判
る
よ
う
に
、
日
本
は
、
自
国
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
ロ

シ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
至
る
途
中
の
積
み
替
え
点
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た

(

�)

。

し
か
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
と
日
本
が
中
国
で
初
め
て
本
格
的
に
衝
突
し
た
一
八
九
五

年
、
当
該
地
域
に
お
け
る
経
済
権
益
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
な
政
治
権
益
の
問
題
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
鉄
道
の
有
益
性
に
対
す
る
両
国
の
期
待
は
実
を
結
ぶ
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

一
八
九
〇
年
代
に
入
っ
て
日
本
で
は
経
済
の
飛
躍
的
な
上
昇
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ

は
主
と
し
て
、
大
量
の
機
械
輸
入

(

主
に
英
米
か
ら
の
も
の)

に
よ
る
工
業
成
長
に

支
え
ら
れ
て
い
た

(

�)

。
特
に
集
中
的
に
発
展
し
た
の
は
軽
工
業
で
あ
る
。
一
八
九
七
年

に

｢

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知｣

は
、
羅
紗
の
生
産
で
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
の
危

険
な
競
争
相
手
と
な
っ
た
、
と
報
じ
て
い
る
。
日
本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
中
国
か

ら
羊
毛
を
輸
入
し
、
そ
れ
を
加
工
し
て
、
改
め
て
そ
れ
ら
の
国
々
に
輸
出
し
た
。
そ

の
際
、
競
争
能
力
を
決
定
づ
け
た
は
品
質
で
は
な
く
、
日
本
製
毛
織
物
の
価
格
の
低

さ
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
特
に
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
の
は
綿
糸
で
あ
っ
た
。

一
八
七
七
年
に
綿
糸
製
造
企
業
は
国
内
に
十
九
社
、
総
紡
錘
数
六
九,
二
一
〇
で
あ
っ

た
の
が
、
一
八
九
六
年
に
は
企
業
は
六
十
九
社
、
総
紡
錘
数
八
三
〇,

九
五
三
と
な
っ

た

(

�)
。
綿
花
の
一
部
は
日
本
で
栽
培
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
イ
ン
ド
、
中
国
、
ア
メ

リ
カ
、
安
南
、
シ
ャ
ム
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
綿
糸
工
業
に
特
に
好

影
響
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
一
八
九
六
年
の
綿
花
に
対
す
る
関
税
撤
廃
で
あ
っ
た

(

�)

。

日
本
は
マ
ッ
チ
の
生
産
と
輸
出
に
お
い
て
も
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
た
。
一
八

九
七
年
の

｢

産
業
通
報｣
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。｢

日
本
の
マ
ッ
チ
生
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産
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
太
刀
打
ち
で
き
な
い
ほ
ど
の
規
模
に
達
し
た
。
日
本
製

マ
ッ
チ
は
、
全
ロ
シ
ア
極
東
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
ス
ン
ダ
列
島
、
ジ
ャ

ワ
お
よ
び
ス
マ
ト
ラ
諸
島
を
席
巻
し
て
い
る

(

�)｣

。

日
本
は
造
船
業
の
育
成
も
試
み
た
が
、
そ
の
成
果
は
は
か
ば
か
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
造
船
業
に
対
し
て
の
政
府
助
成
は
実
質
上
な
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
た
と
え

助
成
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
の
船
に
対
す
る
要
求
基
準
は
き
わ
め
て
高
く
、
当

時
現
存
す
る
国
内
造
船
所
は
ひ
と
つ
と
し
て
そ
の
基
準
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
、
九
〇
年
代
に
は
日
本
全
国
で
民
営
の
造
船
所
は
わ
ず
か
五
ヶ
所

し
か
な
か
っ
た

(

�)

。

総
じ
て
、
わ
ず
か
三
十
年
の
間
に
日
本
経
済
が
到
達
し
た
成
果
は
、
目
覚
ま
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。｢

ノ
ー
ヴ
ォ
エ
・
ヴ
レ
ー
ミ
ャ｣

紙
の
日
本
特
派
員
は
そ
の
記
事

｢

日
本
便
り｣

(

一
八
九
七
年
四
月
二
十
五
日
、
五
月
五
日
付)

の
中
で
、
日
本
の
経

済
的
成
果
と
進
歩
に
つ
い
て
感
嘆
を
も
っ
て
伝
え
て
い
る
。｢

鉄
道
は
全
国
を
東
西

南
北
に
わ
た
っ
て
貫
き
、
更
に
新
し
い
路
線
が
、
驚
く
べ
き
早
さ
で
拡
大
し
て
い
る

(

�)｣

。

汽
車
の
中
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
汽
車
に
比
べ
る
と
、
お
よ
そ
快
適
と
は
言
え
な
い
が
、

各
駅
で
は
朝
六
時
か
ら
夜
十
一
時
ま
で
、
一
時
間
に
上
下
一
本
ず
つ
運
行
し
て
い
る

(

す
な
わ
ち
、
一
昼
夜
に
各
駅
を
三
十
四
本
の
旅
客
列
車
が
通
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る)

。
鉄
道
の
切
符
は
非
常
に
安
い
。
特
派
員
が
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

神
戸
か
ら
横
浜
ま
で

(

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
ワ
ル
シ
ャ
ワ
ま
で
の
距
離

に
ほ
ぼ
相
当)

の
一
等
運
賃
は
九
ル
ー
ブ
ル
四
十
コ
ペ
イ
カ
に
す
ぎ
な
い
。
鉄
道
の

他
に
、
日
本
に
は
支
線
の
馬
車
鉄
道
が
山
間
部
に
沢
山
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
レ
ー
ル

の
上
を
四
人
乗
り
の
ト
ロ
ッ
コ
が
滑
る
よ
う
に
走
る
。
運
河
も
相
当
な
数
で
、
平
底

船
で
商
品
が
運
ば
れ
て
い
る
。
道
は
、
播
種
地
の
間
の
野
に
あ
る
道
さ
え
も
、
す
べ

て
例
外
な
く
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
特
派
員
は
通
信
分
野
の
成
果
に
つ
い
て
も
伝
え
て

い
る
。｢

十
戸
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
集
落
の
、
文
字
通
り
ど
こ
に
で
も
、
郵
便
局
、

電
信
局
、
電
話
局
が
あ
る
。
更
に
、
個
々
の
農
場
お
よ
び
農
家
の
前
の
道
に
鉄
柱
が

あ
り
、
そ
の
中
に
、
通
常
郵
便
物
を
投
函
す
る
た
め
の
鍵
の
掛
か
っ
た
箱
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る

(

�)｣

。
ど
ん
な
小
さ
な
村
で
す
ら
、
こ
の
時
期
す
で
に
電
化
さ
れ
て
い

た
。か

く
も
急
速
な
経
済
発
展
の
原
因
を
特
派
員
は
、
日
本
人
の
国
民
性
そ
の
も
の
に

見
て
い
る
。｢

…
日
本
人
は
す
べ
て
の
最
新
の
発
明
を
完
全
に
自
己
の
も
の
と
し
、
…

そ
れ
ら
を
国
民
全
体
が
意
識
的
に
用
い
て
お
り
、
草
深
い
片
田
舎
に
ま
で
浸
透
し
て

い
る
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
人
は
実
生
活
で
、
極
め
て
廉
価
に
そ
れ
ら
最

新
の
発
明
を
活
用
で
き
た

(

�)｣

。

と
は
言
え
、
最
も
重
要
な
要
因
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
さ

れ
た
技
術
と
、
基
本
的
に
女
性
お
よ
び
児
童
の
労
働
を
広
範
に
用
い
る
こ
と
に
よ
る

き
わ
め
て
安
価
な
労
働
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
の
が
、
日
本
の
労
働
者
の
完
全
な
無
権
利
状
態
、
お
よ
び
そ
の
帰
結
と
し
て
の
労

働
者
の
苛
酷
な
搾
取
で
あ
っ
た
。｢

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知｣

は
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。｢

繁
栄
を
誇
り
欧
米
の
資
本
家
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
る

産
業
分
野
こ
そ
が
、
ま
さ
に
労
働
者
搾
取
の
根
源
な
の
で
あ
る｣

。
紡
績
工
や
織
工

た
ち
は
、
一
昼
夜
に
十
七
時
間
以
上

(

通
常
夜
明
け
か
ら
夜
の
十
時
ま
で)

、
特
に

繁
忙
期
に
は
そ
れ
以
上
の
時
間
働
い
て
い
た
。
し
か
も
、
非
常
に
狭
く
、
照
明
も
不

十
分
な
場
所
で
人
々
は
働
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
産
業
分
野
で
は
、
労
働
者
の
中
に

三
十
歳
以
上
の
男
性
あ
る
い
は
女
性
は
ま
ず
い
な
か
っ
た
。
労
働
者
た
ち
は
、
死
を

免
れ
た
と
し
て
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
神
経
性
の
病
で
、
労
働
能
力
喪
失
者
と
な
っ

て
い
っ
た
。
こ
の
弊
害
が
日
本
で
特
に
増
大
し
た
の
は
、
輸
出
の
急
速
な
発
展
と
結

び
つ
い
て
い
る
。
マ
ッ
チ
製
造
業
に
お
い
て
も
状
況
は
い
さ
さ
か
も
勝
る
も
の
で
は

な
く
、
こ
こ
で
は
児
童
が
朝
の
三
時
か
ら
夕
方
の
七
時
ま
で
働
い
て
い
た
。
労
働
に

従
事
し
て
い
た
の
は
主
と
し
て
幼
い
少
女
た
ち
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
マ
ッ
チ

を
箱
に
詰
め
る
に
は
、
細
く
て
感
覚
の
優
れ
た
指
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
そ
れ
ら
少
女
た
ち
の
賃
金
は
、
ル
ー
ブ
ル
換
算
で
一
日
七
コ
ペ
イ
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カ
【
一
コ
ペ
イ
カ
は
一
ル
ー
ブ
ル
の
百
分
の
一
】
か
ら
二
十
コ
ペ
イ
カ
で
あ
っ
た

(

比
較
の
た
め
に
挙
げ
れ
ば
、
成
人
男
性
だ
と
十
二
コ
ペ
イ
カ
か
ら
三
十
六
コ
ペ
イ

カ
、
女
性
の
平
均
が
十
六
コ
ペ
イ
カ
、
た
だ
し
一
部
の
遠
隔
地
方
で
は
健
康
な
成
人

女
性
の
賃
金
は
一
日
六
コ
ペ
イ
カ
に
す
ぎ
な
か
っ
た

(

�))

。

日
本
産
業
の
急
速
な
成
功
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
別
の
要
因
と
し
て
、

国
全
体
の
産
業
発
展
お
よ
び
、
日
本
商
品
が
す
で
に
販
路
を
得
て
い
る
地
域
の
拡
大

に
む
け
て
の
政
府
の
配
慮
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
日
本
茶
が
中
国
お

よ
び
セ
イ
ロ
ン
の
そ
れ
に
比
し
て
競
争
力
が
劣
る
こ
と
に
注
目
し
た
政
府
は
、
製
品

の
品
質
管
理
に
取
り
組
ん
だ
。
生
糸
の
輸
出
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た

(

�)

。

九
〇
年
代
末
ま
で
に
教
育
の
分
野
に
お
い
て
日
本
が
到
達
し
た
成
果
も
積
極
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。
国
民
教
育
制
度
は
徐
々
に
西
欧
型
に
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。
以

前
は
主
と
し
て
中
国
語
と
中
国
文
学
が
学
ば
れ
て
い
た
が
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
が
学
習
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
業
学
校
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
マ
ナ
ー

が
教
授
さ
れ
、
商
業
、
法
律
、
医
学
の
実
業
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
上
掲
の
記
事

｢

日
本
便
り｣

の
著
者
は
以
下
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
国
に
は
文
盲
は
ひ
と

り
も
い
な
い
、
人
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
学
校
が
あ
り
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
、
日
本
語
と
並
ん
で
、
英
語
が
教
え
ら
れ
て
い
る
、
従
っ
て
、
英
語
が
少
し
も

話
せ
な
い
日
本
人
に
出
会
う
こ
と
は
難
し
い
、
中
等
学
校
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
お
よ
び

ド
イ
ツ
語
も
教
え
ら
れ
て
い
る

(

	)

。

日
本
の
国
際
貿
易
は
産
業
に
劣
ら
ず
活
発
に
発
展
し
た
。
一
八
九
〇
年
代
の
半
ば

に
日
本
は
基
本
的
に
、
金
属
お
よ
び
金
属
製
品
、
穀
物
と
種
子
、
布
と
糸

(

特
に
木

綿
糸)

、
砂
糖
、
お
よ
び
機
械

(

主
に
紡
織
機)

を
輸
入
し
て
い
た
。
一
八
八
一
年

か
ら
一
八
九
八
年
ま
で
の
日
本
の
港
で
の
貿
易
流
通
に
関
す
る
Ｋ
・
Ａ
・
ア
レ
ク
セ

エ
フ
の
報
告
か
ら
判
る
よ
う
に

(


)

、
こ
の
時
期
日
本
で
最
も
大
き
な
港
は
横
浜
、
神
戸
、

大
阪
、
長
崎
、
お
よ
び
部
分
的
に
函
館
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
港
を
通
し
て
実
質
的

に
日
本
の
す
べ
て
の
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
代
の
横
浜
か
ら
の
最
も

主
な
輸
出
品
目
は
、
銅
、
茶
、
生
糸
、
お
よ
び
一
部
の
種
類
の
絹
織
物
で
あ
っ
た
。

神
戸
か
ら
輸
出
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
生
糸
、
木
綿
糸
、
毛
糸
、
木
綿
製
品
お
よ
び

毛
織
物
、
金
属
、
穀
物
、
砂
糖
、
灯
油
、
煙
草
で
あ
っ
た
。
上
記
以
外
の
日
本
の
港

(

門
司
、
博
多
、
佐
須
奈
、
厳
原
、
小
樽
、
そ
の
他)

の
活
動
は
、
一
八
九
八
年
六

月
一
日
ま
で
、
日
本
人
に
の
み
開
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た

(

�)

。
日
本
が
一
八
九
〇
年
代
末
ま
で
に
達
し
た
貿
易
お
よ
び
輸
入
の
著
し
い
進
展
に

も
関
わ
ら
ず
、
輸
出
入
双
方
に
お
い
て
、
外
国
人
商
人
の
占
め
る
割
合
は
、
日
本
人

商
人
の
ほ
と
ん
ど
二
倍
で
あ
っ
た

(

�)

。

日
本
経
済
が
目
覚
ま
し
い
成
果
を
見
せ
る
中
、
一
八
九
七
年
、
金
融
お
よ
び
貿
易

危
機
が
国
内
を
直
撃
し
た
。
貿
易
危
機
は
、
木
綿
織
物
、
生
糸
、
茶
、
砂
糖
に
対
す

る
需
要
の
欠
如
と
い
う
か
た
ち
で
表
面
化
し
た

(

)

。
一
八
九
六

一
八
九
七
年
の
日
本

の
財
政
年
度
は

(

�)

、
千
四
百
万
円
の
予
算
赤
字
を
出
し
た

(

�)

。
そ
れ
以
前

(

一
八
七
六
年

か
ら)

の
十
年
間
を
通
し
て
日
本
の
予
算
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
四
年
ま
で

に
恒
常
的
な
予
算
黒
字
で
も
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
相
当
額
を
一
八
九
四
―
一
八
九
五
年

の
中
国
と
の
戦
争
に
消
費
し
た
こ
と
か
ら
、
一
八
九
七
年
に
は
日
本
は
赤
字
補
填
の

た
め
の
自
由
資
金
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
酒
と
煙
草
を
中
心
と

し
た
増
税
で
赤
字
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
政
府
は
地
租
の
引
き
上
げ

を
も
余
儀
な
く
さ
れ
た

(

�)

。

ロ
シ
ア
の
貿
易
代
表
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
七
年
の
予
算
赤
字
は
、
決
し
て

金
融
危
機
や
貿
易
危
機
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
通
常
支
出
が

八
十
七
％
増
加
し
た
た
め
の
結
果
で
あ
っ
た

(

�)

。

支
出
増
の
主
な
も
の
は
陸
・
海
軍
関
係
の
支
出
で
、
一
八
九
七
年
に
四
千
八
百
万

円
増
加
し
た

(
�)

。
政
府
は
陸
軍
の
全
面
的
近
代
化
と
人
員
の
漸
増
を
計
画
し
て
お
り

(

�)

、

そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
は
艦
隊
の
建
造
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た

(

�)
(

言
う
ま
で
も
な

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
造
船
所
で
の
建
造
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
十
九
世
紀
末
の
日
本

は
必
要
な
技
術
を
ま
だ
開
発
し
て
い
な
か
っ
た)

。
陸
軍
お
よ
び
艦
隊
の
こ
の
よ
う

( ) 一九世紀後半から二〇世紀初頭の露日貿易と経済関係 (ソコロフ)189
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な
大
規
模
な
改
変
は
、
す
べ
て
の
自
由
資
金
を
注
ぎ
込
む
こ
と
を
国
家
に
要
求
し
、

政
府
が
国
民
経
済
の
発
展
と
度
重
な
る
国
家
予
算
の
赤
字
解
消
の
た
め
の
使
用
を
計

画
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
中
国
か
ら
の
賠
償
金
を
も
奪
い
取
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

国
防
に
巨
額
の
金
を
注
ぎ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
自
身
が
国
内
の
経
済
危

機
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

当
時
の
専
門
家
た
ち
は
、
も
し
日
本
が

｢

今
後
税
整
備
に
い
っ
そ
う
配
慮
し
倹
約

を
す
る
な
ら
ば
、
外
国
か
ら
の
援
助
な
し
に
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う｣

と
の
見
方
を
し
て
い
る

(
�)

。
し
か
し
日
本
政
府
は
軍
の
近
代
化
計
画
を
撤
回

す
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
中
国
出
兵
以
後
日
本
の
帝
国
的
野
望
は
増
大

す
る
一
方
で
、
そ
の
こ
と
は
日
本
経
済
の
発
展
に
確
実
に
良
く
な
い
か
た
ち
で
影
響

を
与
え
た

(

少
な
く
と
も
露
日
戦
争
ま
で
は)
。
日
本
陸
軍
と
艦
隊
が
肥
大
化
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
資
金
を
必
要
と
し
た
。
当
時
日
本
の
あ
る
経
済
専

門
家
が
試
算
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
一
九
〇
一
年
に
保
有
し
て
い
た
海
軍

力
を
保
持
す
る
だ
け
で
、
日
本
政
府
に
と
り
、
年
間
最
低
八
百
万
円
の
支
出
は
必
要

で
、
今
後
の
軍
備
増
強
分
に
つ
い
て
は
、
更
に
年
間
三
千
万
円
の
支
出
が
見
込
ま
れ

て
い
た

(

�)

。
ち
な
み
に
、
一
九
〇
二
年
度
の
日
本
の
予
算
は
二
億
七
千
万
円
で
あ
っ
た

(

こ
の
う
ち
国
防
予
算
は
千
五
百
万
円
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
支
出
は
六
千
万
円
近

く
に
上
っ
た

(

�))

。
従
っ
て
、
日
本
に
残
さ
れ
た
道
は
、
将
来
的
に
は
、
蓄
積
さ
れ
た

軍
事
力
を
使
用
す
る
こ
と
以
外
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
一
年
、
日
本
は
、
政
治
的

(

お
よ
び
お
そ
ら
く
財
政
的)

支
援
を
受
け
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
同
盟
国
が
必
要
と
し
て
い
た
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ロ
ン

ド
ン
か
？

日
本
は
選
択
を
迫
ら
れ
た
。
大
蔵
大
臣
【
外
務
大
臣
】・
小
村
寿
太
郎
は

大
英
帝
国
に
傾
い
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
国
と
同
盟

を
結
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
植
民
地
へ
の
移
民
お
よ
び
貿
易
に
よ
る
益
が
日
本
に
約
束
さ

れ
る
の
で
、
ロ
シ
ア
と
同
盟
を
結
ん
だ
場
合
に
日
本
が
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
こ
ろ

の
満
州
お
よ
び
シ
ベ
リ
ア
に
比
し
て
は
る
か
に
益
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
一
方
ロ

シ
ア
と
の
同
盟
を
主
張
し
た
の
は
、
日
本
の
大
政
治
家
で
元
首
相
の
伊
藤
侯
爵
で
あ
っ

た
。ロ

シ
ア
政
府
は
伊
藤
の
計
画
に
つ
い
て
、
一
九
〇
一
年
の
秋
に
彼
が
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
赴
き
同
盟
締
結
に
関
し
て
の
交
渉
を
行
っ
た
二
ヶ
月
前
に
す
で
に

情
報
を
得
て
い
た

(

�)

。
も
し
同
盟
が
締
結
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
は
露

日
戦
争
の
よ
う
な
悲
し
い
出
来
事
を
知
ら
ず
に
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
条
件
は

慎
ま
し
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
が
ロ
シ
ア
に
要
求
し
た
の
は
朝
鮮
問
題
に
干

渉
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
は
そ
の
際
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
関
東
州
占
拠
、
中
国

鉄
道
東
支
線
【
＝
中
国
領
土
内
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
東
部
支
線
＝
東
清
鉄
道
】
の
建
設
、

お
よ
び
ロ
シ
ア
の
軍
隊
の
満
州
駐
屯
に
同
意
し
、
た
だ
し
満
州
に
門
戸
開
放
政
策
を

導
入
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た

(

�)

。
し
か
し
な
が
ら
ロ
シ
ア
政
府
の
対
応
は
遅
々
た
る

も
の
で
、
伊
藤
の
受
け
入
れ
も
冷
や
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
伊
藤
の
方
は

事
を
急
い
で
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
彼
と
時
を
同
じ
く
し
て
日
本
の
公
使
が
イ
ギ
リ
ス

と
交
渉
を
進
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
ロ
シ
ア
か
ら
然
る
べ
き
回
答
を
得
ら
れ

ず
、
侮
辱
感
を
抱
い
た
ま
ま
、
こ
の
日
本
の
政
治
家
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
た
。

そ
の
時
に
な
っ
て
ロ
シ
ア
政
府
は
重
い
腰
を
上
げ
て
同
意
案
を
伊
藤
の
後
を
追
っ
て

ベ
ル
リ
ン
に
送
っ
た
が
、
今
度
は
ロ
シ
ア
政
府
が
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
得
ら
れ
な

か
っ
た

(

	)

。
結
果
的
に
一
九
〇
一
年
一
月
三
十
日
大
英
帝
国
と
の
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。

協
定
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
両
国
は
中
国
と
朝
鮮
の
独
立
を
認
め

る
、
相
互
に
互
い
の
益
を
擁
護
す
る
義
務
を
有
す
る
、
一
方
が
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
場
合
に
は
厳
正
な
中
立
を
守
り
、
ま
た
他
国
の
何
ら
か
の
行
動
を
抑
制
す
る
、
な

お
、
他
国
が
敵
国
に
加
担
し
た
場
合
に
は
軍
事
的
援
助
を
行
う
義
務
を
双
方
と
も
有

す
る

(


)

。
日
本
は
い
ち
早
く
新
し
い
同
盟
国
に
財
政
支
援
を
求
め
、
一
九
〇
二
年
、
日
本
は

イ
ギ
リ
ス
で
国
債
を
工
面
し
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
取
引
を
借
款
と
呼
ぶ
の
は

但
し
書
き
付
き
で
、
実
際
に
は
、
日
本
政
府
が
五
％
の
利
子
の
債
券
総
額
五
千
万
円
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を
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
売
り
出
し
た
。
こ
れ
は
旧
国
内
債

(

一
八
九
七
年)

の
残
り
で
、

日
本
市
場
で
需
要
が
な
い
た
め
に
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
分
で
あ
っ
た
が
、
一
部
は
様
々

な
日
本
の
施
設
に
借
入
金
の
保
障
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
、
債
券
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
か

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
出
さ
れ
、
日
本
海
軍
の
発
注
の
保
証
金
と
な
っ
た

(

�)

。
こ
れ
ら

す
べ
て
の
取
引
か
ら
得
ら
れ
た
資
金
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
の
国
家
予
算
に
は
組

み
込
ま
れ
ず
、
す
べ
て
様
々
な
借
款
の
返
済
に
当
て
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

英
帝
国
か
ら
の
財
政
援
助
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
を
日
本
の
政
治
家
は
、

勝
利
か
つ
同
盟
関
係
の
素
晴
ら
し
い
始
ま
り
と
受
け
取
っ
た

(

�)

。
し
か
し
依
然
と
し
て

国
自
体
は
、
金
不
足
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の
中
で
一
九
〇
三
年
の
軍
へ
の
支
出
は
五

千
万
円
に
上
っ
た

(

)

。

こ
の
よ
う
に
、
二
十
世
紀
の
始
め
の
日
本
は
、
確
と
し
た
軍
事
力
を
備
え
て
い
る

一
方
で
、
慢
性
的
な
赤
字
予
算
、
高
騰
し
た
地
租
に
対
す
る
社
会
の
不
満
、
貿
易
・

産
業
界
の
沈
滞
気
分
を
抱
え
て
い
た

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
国
と
し
て
戦
争
を

始
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
す
ぐ
隣
の
満
州
に
潜
在
的
な
敵
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
露
日
戦
争
は
避
け
得
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

[

註]

(

�)
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

(

�)
�
��
�
��
�
�
	

�
�

(

�)

文
書
そ
の
も
の
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
駐
在
官
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
領

事
ス
テ
ナ
ケ
ル
か
ら
秘
密
情
報
を
得
て
い
た
。
通
常
の
情
報
は
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
日

本
の
出
版
物
か
ら
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っ
て
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�
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�

日
本
と
ロ
シ
ア
が
近
い
隣
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
派

員
は
ロ
シ
ア
語
を
教
え
る
学
校
を
ひ
と
つ
も
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
東
京
界
隈
の

教
育
施
設
の
長
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
は
ロ
シ
ア
語
を
あ
ま
り
自
己

に
と
っ
て
利
便
性
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
両
国
が
ほ
と

ん
ど
交
易
を
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(

�)

表
３
参
照
。
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表
１
を
参
照
。
十
九
世
紀
九
〇
年
代
の
日
本
の
港
の
活
動
に
関
し
て
は��
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財
政
・
産
業
・
貿
易
通
報｣

】

に
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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(

�)

こ
の
財
政
年
度
は
一
八
九
六
年
四
月
か
ら
一
八
九
七
年
四
月
ま
で
を
言
う

(

著
者

注)

。

(

�)

一
八
九
七
年
の
一
円
＝
約
二
ル
ー
ブ
ル
。

(

	)

こ
れ
に
関
連
し
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
歳

入
の
主
要
項
目
は
地
租
と
酒
税
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
産
業
と
企
業
活
動
の
発
展

に
伴
い
そ
れ
に
所
得
税
が
加
わ
っ
た
が
、
前
二
項
目
は
変
わ
ら
ず
優
勢
で
あ
っ
た
。

(


)
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一
九
〇
三
年
ま
で
に
日
本
陸
軍
の
平
時
の
総
人
員
数
は
五
四
万
一
千
人
に
達
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。

(

)

艦
隊
は
一
九
〇
六
年
ま
で
に
総
排
水
量
が
二
十
万
ト
ン
に
達
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
一
八
九
七
年
の
総
排
水
量
は
八
万
ト
ン
で
あ
っ
た

(

著
者
注)

。
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そ
の
他
に
、
ヂ
ェ
ー
ロ���

の

中
に
、
英
日
条
約
に
関
す
る
日
本
の
新
聞
記
事
の
翻
訳
の
素
晴
ら
し
い
集
成
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。)�
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本
研
究
集
会
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ

｢

東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
と
中
国
・
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
の
総
合
的
研
究｣

(

課
題
番
号�

�
�
�
�
�
�
�

、
研
究
代
表
者
：
保
谷

徹)

の
一
環

と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。

日本からの輸出入 1874 1898

年 商人 輸出 輸入

1874
日本商人 105�888 14�542

外国商人 18�796�082 22�128�156

1880
日本商人 3�794�014 936�527

外国商人 23�974�956 34�917�697

1890
日本商人 6�123�961 19�521�764

外国商人 48�767�635 61�033�104

1898
日本商人 55�060�554 90�427�256

外国商人 107�736�092 184�127�001

[単位円]

表１

表３

日本の港での貿易取引高

港 1881年 1891年 1898年

輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入

横浜 約21�5 約21�5 49�541 28�983 80�312 111�014

神戸 約 5�5 7�38 21�733 25�7 60�114 138�133

大阪 0�612 1�1 0�981 4�084 3�165 3�555

長崎 2�55 約1 3�842 2�932 6�587 19�698

函館 0�826 0�128 0�638 0�217 1�248 0�820

新潟 － 840(円) 0�013 0�006 0�055 約1

下関 － － 0�872 0�850 3�404 1�798

[全ての数字単位は､ 注意書きのある１ヶ所を除き､ 百万円]

年 ロシアへの輸入 ロシアからの輸出

1877 22�321 －

1880 106�677 8�593

1883 185�607 22�604

1887 202�086 19�146

1890 246�310 769�948

1893 621�838 1�871�113

1894 1�020�348 1�173�774

1895 1�322�745 1�417�658

1896 1�410�581 1�416�848

1897 2�039�242 1�907�586

[単位円]

表２

日露貿易1877 1897

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo




